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モンテッソーリ教育における教具の系統図の検討

一-E.M.スタンデイングの図を中心に一一

花関隆行※

Considerations on a Diagram of Montessori Method's Materials for Development 

-Focusing on a Diagram by Standing， E. M.一

Takayuki HANAOKA 

1 .問題の所在と研究の自的

本研究の目的は，モンテ yソーリ教育の教具全体の系統図を新たに作成するi療

の手がかりを得るために，これまでの研究において提示された系統図がどのよう

な立場にもとづいて作成されたのかを，とくに E.M.スタンデイング (Standing，

E. M.， 1887-1967)の図を中心に検討することである O

本研究がこのテーマを設定する理由は 小学校課程以降までを見通した就学前

教育における具体的方法の一つであるモンテッソーリ教育(1)のカリキュラムの全

体像にせまる視点として，教具全体の系統図を作成する必要があると考えたから

である。また，スタンデイングの図に注目する理由は，図の掲載された著書:がマ

リア・モンテッソーリ (Montessori，Maria， 1870-1952)の要請によって警かれた

ため(ペモンテッソーリの考えを忠実に反映したものと考えられるからである O

モンテッソーリは，教具の開発および使用j順序を決定した経緯について，子ど

もに実際に教具を与えて活動させる実験を通して，子とともに適しているかを観察

した上で決めたωと述べた。他方 モンテッソーリは自身が考案したモンテッソ

ーリ教育について， IカリキュラムJの用語による説明をしていないためペ本研

究はモンテッソーリ教育のカリキュラムの一側面を明らかにする視点として，教

具の使用!II真序に注呂する O

モンテ yソーリ教育の教具は，多数ある種類の一つずつに教育目的，基本とな
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る操作方法，使用)11真序など(5)が設定されている O 子どもは決められた操作方法に

従って教具を用いた活動を行うことで教育目的を達成できるように学び，使用)11貢

序に沿って教具を使用することで内容を進める O したがって，あらかじめ決めら

れた教具の使用順序は，教具使用の特徴と合わせて，子どもが学ぶ内容の道すじ

ととらえることカfで、きる O

教具全体の使用)11真序を把握するには図示が有効だと考える O なぜなら，教具の

使用j順序は，全ての教具が単線的に配列されるのではなく，教育内容のまとまり

である「領域J<6)や， I領域jの中でi可H寺期に扱う教具が複数あり，複線的に配列

されるからでで、ある (ω7η)

先行研究を概観すると，モンテッソーリ教育を対象とした研究の中でも教具を

対象とした研究は多くない(ヘさらに 教具を対象とした研究の多くは教具の独

特な形状や背景，使用法に注目しており，教具の使用)11l1i序を対象とした研究はほ

とんど?flf;い。教具を使用順序にもとづき図に示して検討した先行研究は岩田揚子

ωと宮崎美城(10)が挙げられるが，これらはともに，系統図の作成に際して，訳書

に掲載されたスタンデイングの系統図(11)のみを参考にした。

この状況に対し，本研究はスタンディングのj京著ωにもとづいて先行研究との

比較を試みる O なぜなら，彼が原著で示した系統図と，訳書に掲載された系統[~

には明らかな相違点があるからである O

そこで，本研究は以上の目的を達成するために，次の諜題と方法を設定する O

まず，先述した諸研究が示す系統図について，作成した立場，作成の根拠とな

った資料を，それぞれ検討する O その際，教師用指導書「アルバムJを参考とす

るO

次に，スタンデイングの著書 MARIAMONTESSORl: her 1扮andωorkおよびそ

の訳書 fモンテソーリの発見一人間らしく育つ権利-jにもとづき，彼がどのよ

うな立場で系統留を作成したのか，図の特徴を整理して検討する O 合わせて，ス

タンデイングが原著で示した図と，訳書に掲載された図を比較し相違点を整理す

るO 詳細は第 3節で述べるが，彼はモンテッソーリ教育を熟知していた。

最後に，わが国の先行研究で示された系統図とスタンデイングの原著の系統図

を比較検討する O この検討により，先行研究の問題点と，それを踏まえて新たに

系統留を作成する際に考慮すべき点を述べ，結論とする O
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2. 先行研究で提示された系統留の検討

2 -1.岩田による系統図の検討

モンテ yソーリ教育研究の立場から岩田は，教具の使用JIIs:序を「系統性Jと呼

んで注目し，系統i翠に示した(日}。岩EElは スタンデイングの図を参考にした系統

図を示す前に，独自の視点で数教育(1-1)を対象とした@を示した(図 1)。

<系統性〉

f算数棒
A(1-10) -<砂数字板

l算数棒とカード

;(;ご1~){間一ム
↓ fカードと蜘

C(1-10) -<奇数と偶数
i算数榛による基本演算
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(参考文獄)

インド箆際モン子ッソーリコース教授内容、 1969

モンチッソーリ・メソッド、明治包盤、腕部・白)11訳、 1974、他

F 数字の消却

(1，2，3:'・・・・，100)

0・・・・・・・・・100

図 1.岩田 (1977) による系統図

*岩田陽子， (1977)， rモンテ yソーリ算数教具の特性と系統性J，日本保育学会， r Iヨ
本保育さt-会大会liH究論文集J.第30回， p，124による(原文は手書き)。
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岩田は， r算数教具jを内容のまとまりごとにAから Fまでの「グループjに分

類した。このグループに「系統性がA~F のように流れている J (5)と述べ，系統

'性カfあるとした。

岩田が作成した系統留の特徴は，次の二点が挙げられる O

まず，具体的に教具をグループに分類した上で使用j順序を示したことである O

図 lにおいて教具偲別の詳細な関連までは明確にしていないものの，数教育の教

具全体の使用順序の概要が明らかとなった。

次に，それぞ、れのグループの中で教具を並列して示したことである O たとえば，

AとDのグループには ともに量 カード量とカード (6)の教具がある O このこ

とから，グループ内の教具の使用順序の構造が類似していることが分かる O

岩田が系統留を作成する際に，図 1に挙げた参考文献中 fインド国際モンテツ

ソーリコース教授内容jは入手できなかったため，その内容は検討できなかった。

もう一つの fモンテッソーリ・メソッドjでは，数教育の教具に関して，具体的

な教具が一部挙げられ 使用)11刻字に沿った教具の使用法の説明があった(]九岩田

が系統~の中で挙げた教具に比べ，資料で挙げられた教具の種類は非常に少ない

ものの，使用順序の説明に整合性があった。したがって，岩田は独自の解釈を取

り入れながら，モンテッソーリの資料にもとづいて図を作成しようと試みたと考

えられる O

設に，岩田はスタンデイングの図を参考にして新たに系統図を作成した(図 2)0

図 2はスタンデイングの留から「算数J(Arithmetic)， r代数J(Algebra)， r幾
何J(Geometry) (1川こ隠する部分を抜き出して参考にし，示したものと考えられ

るo I~ 2の説明から モンテッソーリ著『モンテッソーリの教育・ O 歳~6 歳ま

でj も参考にしたと分かる O この文献でモンテッソーリは「わたしたちはこれら

三つ(筆者註:r算術J，r代数J， r幾何J)をいっしょにし，一歳児というほとん

ど信じられないほど早い時期に教えましたJ(9)と述べたことを根拠として，岩田

は直線の先端に示した「算数J，r代数J，r幾何jの各項目を「数学Jに集約した。

図 2の特徴は，岩田が以前に描いた罰 lで示した教具のグループの)11貢序を反映

した点である O たとえば図 2で「算数Jの直線上に配置された教具の順序に注目

すると， r計算棒J(図 lでは「算数棒Jと表記されている)から上に向かつて，

i翠1のAから Fまでのグループの教具がJII真に配重されている。これは，スタンデ

イングの図を参考にしつつ 岩田が図 1に加筆した部分であると考えられる O
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図 2.岩田 (1985[1979J)による系統密

*石井flH子・岩田陽子， 0985 [1979])， rモンテッソーリ教育(理論と実践) 第四巻
算数教育上学習研究社，第 7版， p.19 
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2 -2. 宮崎による系統図の検討

次に，保育方法論の立場から子どもの自己教育力を解明しようと試みた宮崎の

研究酬を検討する O 宮崎は モンテッソー J)教育を導入した保育環境にいる子ど

もを対ー象に，年齢が上がるにつれて，より国難度の高い教具を自ら選択するかを

分析した。その分析の際に，子どもの自己教育力を解明する手段として，図 3を

作成した。

図3は宮崎が「純粋なそンテッソーリ教育の教具系統図でもないJ(211と述べた

ことから，教具の使用}II夏序を明らかにするための系統留ではない点，およびモン

テ yソーリ教育独自の活動のみを対象としたものではない点に留意して，本研究

では~3 を検討する O この背景があるにもかかわらず宮崎の系統図を取り上げる

理由は，モンテッソーリ教育の教具全体を対象として，具体的な教具を挙げ，そ

の使用}I民序を示した数少ない研究だからである O

~3 の特徴は，同心円状の 15 段階J (22)の半円，および放射状に引かれた直線

上に教具を均等に配置した点である O それぞれの車線の先には「分野J(23)が書か

れており，直線上には各分野に関連する教具と活動がある O 各分野は図の半円の

左側から}II実に「芸術関係J，1身体的運動や生活の自立に関するものJ，1知的な活

動につながってゆく教材J(24)に関係する分野がまとめられ，半円の中心側の簡単

な活動から，外側に向かうにつれてより難しいものへと配置しである O

1:ill3では，直線に沿ってそれぞれの分野における教具の使用順序が明示され，

r5段階jの半円により何時期に与える教具が分かる O ただし，類似した活動分野

を近くに配置する工夫をしたにもかかわらず 隣接した教具との関連を図 3から

!祥事tすることは難しし ¥0

1:ill3の系統図を作成する際の綬拠として，宮崎は次の三点の資料を挙げた。

第一は『モンテッソーリ・メソッドjである O 本書でモンテッソーリは，教師

が子どもに教具を与える}II真序の目安となる時期を五つの「段[1皆Jとして示した問。

i司11寺に『子どもの発見jおよび『自発的活動の原理jで，この「段階」は子ども

に強制するものではなく 教師にとっての白安であることをモンテッソーリは強

調した刷。これらを根拠として，宮崎は教具の困難色さの指標を五つの段階に設定

し， 15段階jの半円で図 3に示した。

第二は，スタンデイングによる『モンテソーリの発見jに掲載された系統図

「教科への整えられた道J(27)である O 宮崎によれば， [豆 3の縦車Ul，すなわち放射状

-26 
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図 3.宮崎による「試作 モンテッソーリ教材・教具系統表J

*宮崎美城， (2001)， rモンテッソーリ教育法の幼児にみられる自己教育力について
]]-活動の選択における個性-J，横浜女子短期大学， r横浜女子短期大学紀要J.第
16号， p.17 
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に直線をヲ!いた根拠として，この資料を参考にしたという αヘ宮崎は言及してい

ないが，図 3の特徴からみて放射状の直線の先に分野名を記したことも，スタン

デイングの図を参考にした点であると考えられる O

第三は f自発的活動の原理jである D この中で，モンテッソーリの教育観のイ

メージは逆円錐形である，という内容の記述がある(制。この内容を根拠として，

宮崎は円錐を展開した半円形の図としたという (3ヘ先に根拠として挙げた fモン

テッソーリ・メソッドjと合わせて，宮崎の図 3では，活動が内側から外側に向

けてより複雑な内容のものへと展開されている O

これらの根拠資料と図 3の特徴から，宮崎は様々な資料を組み合わせて独自の

系統図の作成を試みた立場といえよう O

3. スタンディングによる系統~“Prepared Paths to Culture"の検討

3 -1 .スタンデイングの経歴

スタンデイングが示した系統留の特徴を明らかにするために，背景であるスタ

ンデイングの経歴の整理から始める O

モンテッソーリの伝記を著したクレーマーによれば E. M.スタンデイング

(Standing， E. M.， 1887-1967)は，モンテッソーリが亡くなるまでの約30年間，モ

ンテッソーリ教育に関する講演を行ったり，出版の手配をしたり，教師養成コ一

スの助手を務めるなとどモンテツソ一リの弟子でで、あると同時に向僚として協力し，

モンテツソ一リ教育の普及に尽力した人物でで、ある(仰3汎川1υ)

ス夕ンデデ、イングの著書 MARIAM凶10αWTESSORIよ:.h舵erパlzj扮告 α仰ηduω仰Jor}，伐kの裏表紙にある

著者紹介によれば ス夕ンデイングについて次の通り書カか、れている ω。

スタンデイングは1887年にマダガスカルでクエーカーの宣教師の家庭に生ま

れ，イングランドのクエーカー学校，およびケンブリッジ大学で学んだ。哲学

科の学生であり，また，幅広い経験を積んだ教師で，彼は1923年にカトリック

教徒になった。スタンデイングは， 1921年に初めてマリア・モンテッソーリに

出会い，続く 30年間彼女と緊密に協力して働いた。この本は，モンテッソーリ

の原則!と実践の系統的な紹介をスタンデイングに作成して欲しいというモンテ

ツソーリの求めに応じて書かれた。
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このように，スタンデイングはクレーマーによるモンテッソー 1)の伝記に登場

し，またモンテッソーリ本人が公認した伝記(初 fモンテソーリの発見jはモンテ

ツソーリ教育に関する論文，文献で引用される O このことから，スタンデイング

はモンテッソーリ教育の歴史において，モンテッソーリ教育法を普及させるため

に忠実に働いた弟子であると推察できる O

以上の背景から，スタンデイングによる系統図は，モンテッソーリの考えを忠

実に再現しようと試みた立場で示されたと考えられる O

しかしながら，スタンデイングを対象とした研究は，筆者が調べた限りでは見

当たらなし 1。さらに，スタンデイングの経歴にせまる記述は，前述の著者紹介と，

訳書の奥付で書かれた著者紹介，先述したクレーマーによる記述，ハイラントに

よるモンテッソーリの伝記で日921年に知り合ったj程度の記述。ωでしか確認で

きない。

3 -2. スタンデイングの系統図の特徴

これまでの研究で検討されなかった，スタンデイングによる系統図の特徴を整

理する O 図 4-1および図 4-2は，スタンデイングの系統図“PreparedPaths 

to Culture"を筆者が訳したものである ω。

図 4-1の特徴として，以下の二点が認められる O

第ーに，感覚教育の教具である (36) I二項式の立方jと「三項式の立方jが「代

数Jの直線の最後に配置されている O スタンデイングは 半Piの内部に「感覚筋

を使う活動j(sensory motor activities)の教具が属すると述べた <:1九ところが，

罰 4-1の通り，感覚教育の教具は半円の外側に配置された。

第二に，現在は文化教育の領域に含まれる(38) I地理jと， I歴史J， I音楽jに

向かう直線が別倍に示されている O 現在のモンテッソーリ教育における五つの領

域とは異なる，スタンデイング独自の考え方の特徴である O 直線の先端にある項

目に「読みj，I書きj，I算術j という 3R's側が含まれる O また， I音楽j，I文法j，

f算術j，I幾何jの項目はリベラル・アーツに関連する (4ヘこれらは，学歴や経

験など，スタンデイングの経歴に理由があると考えられるが，論旨から外れるた

め，本研究では事実の確認にとどめておく O
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3 -3.原著と和訳の系統密の棺違点、

スタンデイングの系統留について，原著の留(図 4-1 )と訳書に掲載された

図(図 5)とを比較すると 次の三つの相違点が明らかとなった。

仁監コ

図 4- 1. Prepared Paths to Culture (Standing， E. M.， 1962 [1957]) 

* Standing， E. M.， 1962 [1957]， MARIA MONTESSORI: her life and work， The New American 
Library， New York， p. 273を参考に作成。手1]訳は筆者。
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教養への準備された道

この(不完全な) I~ は，モンテ y ソーリ・スクールの準備された環境の1=1:1 で，幼い探検

家を待っている教養への様々な準備された道を表す。それぞれの道は，半円の内部すなわ

ち，純粋な感覚運動活動から始まっている。子どもがそれぞれの道lこ沿って，この内の外

illlJに進むほど，慎重に段階的な教具を使い，思考力 (reason)はますます重要な役割を果

たす。

図4-2. Prepared Paths to Culture (Standing， E. M.， 1962 [1957]) 図 4-
1中の説明

* Standing， E. M.， 1962 [1957]， MARIA MONTESSOR1: her 1供 andwork， The New American 
Library， New York， p. 273 図4-1内で、記載された説明。紙11誌の都合!こ， }]Ij記とした。

和訳は筆者。

第一に，直線の引き方に異なる部分があった。具体的には， [翠 5で「音楽Jと

書かれた項目は，図 4-1では「書き jである O かつ， 1Z14-1で「音楽Jは

「書きJと「ダンスJの中間に位置づけられ，それぞれの項目と直線でつながって

いる O また， I~ 5では「幾何jの直線上にある「高等幾何教材J(Advanced 

Geometrical Materials) から「算数Jの直線上の「黄金色のビーズを使うたし

算・ひき算・かけ算・わり算Jへの直線が無いが， I~ 4 -1では引かれている O

第二に，図 5では「かけ算板jや「震史のよみものJなど，いくつかの教具が

脱落している O 訳書で提示された底本(.11)は，国内の図書館に所蔵がないため，理

由を定かにできないが，図 5 は I~ 4 -1を正確に再現したとはいえない。

第三に，図 5は「教科への道Jとなっているが， I~ 4 -1の標題“Prepared

Paths to Culture"は，項自に 3R'sやリベラル・アーツの要素が認められること

から，“Culture"を「教養」と訳す方がスタンデイングの理解により近いと考え

られる O よって，本研究は図 4-1および図 4-2で標題を「教養への準備され

た道jと訳した。

4 .結論

これまでの検討を踏まえ，それぞれの先行研究で示された系統図と，スタンデ

イングの原著で示された系統図を比較検討する O

まず，岩田が図 5を参考にして作成した図 2について検討する O 岩田の系統図

は，図 5とともに，自ら作成した図 iを参考としたため，とくに「算数jの直線

上の教具について，図 5よりも詳細に示された。新たな系統図を作成する際に，
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図 5. スタンディングの図(和訳版)

*E. M.スタンデイング著，クラウス・ルーメル監修，佐藤幸江訳， (1991 [1975])， 

{モンテソーリの発見一人間らしく育つ権利-J，第 9)坂，エンデルレ書J苫， p.397 
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現在モンテッソーリ教育で用いられている教具の種類と使用順序にもとづいた@

とするために，全ての教具が記載された教師用指導書「アルバムjの検討から始

めるべきことを示唆する D

「算宇野j，r代数j，r幾何jをいっしょにし，信じられないほど早い時期に教えた

というモンテッソー 1)の記述があった。この記述を根拠に，限 2で岩田は， r算
委女J， r代数j，r幾何Jの項目を「数学j~こ集約した。スタンデイングによる図 5

を用いてモンテッソー 1)の記述を解釈すると， r算宇野j，r代数j，r幾何jの全ての

要素につながる教具として「上級の幾何の教具j (Advanced Geometrical 

Materials)があることが明らかになった刷。

次に，宮崎が作成した図 3について検討する O 図3とスタンデイングの図 4-

1を比較すると，図 3は教具の難易に注目して五つの段階を設定したため，各分

野において図 4-1のものよりも使用順序を明確に示しt:.o 他方，図 3は類似し

た活動の分野をi礎接させる工夫はしているものの，横のつながり，すなわち異な

る分野の教具との関連までは考慮していない。このことから，新たに作成する系

統図では，異なる領域の教具との関連に注目して使用順序を明確に示す必要があ

るD 一領域内の教具の性質の関連だけでなく，領域を超えて教具の使用}II貢序を検

討する必要があろう O

先に，本研究はスタンデイングの訳書の図 5は原著の図 4-1を正確に反映し

たものではない指摘をした。しかしながら，図 2および図 3は，どちらも図の作

成に際して，図 5のみを参考としていた。したがって，図 2および1:Z13は1:zJ4 

lとは一致しない問題がある O そこで，新たな系統閣を作成する際には原著の1:zJ

4 -1を参考にする必要がある O

ただし，函 4-1は今から約55年前に示された図である O 図4-1で挙げられ

た教具は，現在のモンテッソーリ教育で用いられる教具の種類，使用順序と一致

するとはいえない。そこで 新たな系統図作成の際にも，これら教具の違いを解

消するために，本研究で用いたモンテッソーリ教育の現場で用いられる教師用指

導書「アルバムjを引き続き参考にする必要がある O アルバムには，現在のモン

テッソーリ教育の教具が全て記載されているからである O

モンテッソーリ教育におけるカリキュラムの全体像とは，モンテッソーリ独自

の発達観に沿って作られた教具とそれらの使用順序，教具を実際に用いた子ども

の学習経験までを含む。本研究では，スタンデイングの解釈を通して教具の使用

q
J
 

q
J
 



)11真序を明らかにし，今後の新たな系統図作成への基礎とすることができた。

今後の課題は，本研究で浮き彫りにした先行研究の問題点と，系統図作成に際

しての考慮すべき点をもとに，モンテッソーリ教育の教具全体の系統図を作成す

るO その上で，モンテッソーリ教育のカリキュラムの全体像を明らかにするため

の理論的枠組みを構築することである O
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Considerations on a Diagram of Montessori Method's Materials for Development 

- Focusing on a Diagram by Standing， E. M. -

Takayuki HANAOKA 

The purpose of this research is to consider a diagram of Montessori method's materials 

for development presented in previous studies published in ]apan thus far in order to 

obtain clues to creating new diagrams based on these materials as a whole 

Of the studies based on the Montessori method in ]apan， there are few studies that 

show diagrams that name speci五cmaterials for development. The reason for this is that 

majority of those studies focus on the ideas of the Montessori method and its historical 

background. There are few that focus on methods for using these materials and attempt 

to explain the curriculum. 

E. M. Standing presented a diagram in his research that is a useful reference for 

materials for development. Standing was a student of M. Montessori. He contributed to 

the spread of the Montessori method by holding lectures on this method and serving as a 

representative for teacher training courses. His diagram is worth noting because it was 

created by someone who understands the Montessori method. 

After considering Standing's diagrams in the book “MAR1A MONTESSOR1: her life 

and work，" the following things became clear. Standing's diagram classi五edmaterials for 

development into several categories similar to those found in the Iiberal arts such as 

geometry and grarτ1mar. 1n the ]apanese translation， there were several discrepancies 

between the original and tTanslated diagram and it is likely that previous studies referenced 

the transla tion. 

Standing's classification of these materials can be interpreted as more re五nedversions 

of the“areas，" or classification of the materials for development， and teaching content 

than those used in the current practice of the Montessori method. This point is the key to 

creating diagrams. 
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